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はじめに

中国工業合作運動（以下，「エ合」運動）とは抗日戦

争時期，日本の侵略に対抗する持久経済樹立を目的に

1938年8月発動された協同組合方式のl_＿業生所迎動て

ある。その特質は民i•派が核となり，指利することて，

国共双 jJ(}）支けを受け，経済面での抗 ll 民放紐•戦線

の一環として機能したことである。当時， l．業合｛'HI

（以下， II合．J) はl／り北，川康，西南，中l}l,'ム南 51:,<,

18省で国営，省営企業とともに軍需，民需品を生産

して強力に抗日戦争を支援したげ l)，現在，そうした

「．T.合」運動の抗戦に対する意義への評価はすでに固

まったと見てよい（注 2しとりわけ，その中で発展した

のは映西省‘i:、約を中心とする西北区「「合」てある。

たとえば曹 191I(）年 6月の統計によれば，西北I;{(}) 「l

合」数は 557tiて，令国 5 区中， 32.5~ 卜を占め' iJj直せ

国民政府守から(})貸付総額も 304万元て 55.；いを占め

ているほ3)O その業種は機器五金（r五金」とは金，銀，

銅，錫，鉄を指すが，金属一般の名称としても使用さ

れる），冶金，紡織，服装，化学，靴，食品，文化等，

多岐にわたっていた。

ところで，抗日戦争時期，国民政府は重慶を核とし，

西南，西北をIItll況とする抗戦体制を敷いた(})てあるが．

西南建設は1叶民党の強力な統制下で推進された(/)に対

し，西北建没は様fl1を異にしていた。西北lf「t合 l

『アシア経済J XXXIIl-5 (1992.5) 

は国民党地区．辺区，遊撃地区を管轄していた。すな

わち，西北区の中心である映西省は，国民党と共産党

の接点という特殊な位置にあり，宝鶏は国民党統治区

て，西安，成都，さらに蘭州を結ぶ線上にありながら，

延安と近い。それは，共序党援助を指向する IIft」

運動の創始者レウィ・アレー (RewiAlley)の発想と，

最高指導機関たる「l：合 I協会が行政院に組み込まれ

ていたことか｀．アウフヘーベンされて必然的結果とし

て宝鶏という地理的位置が選択されたといえる。国民

政府としてふ民主的生産組織であるが故に．共産党

や回民（周知のとおり，イスラム系民族のことで．西

北地方でかなりの勢力を有していた）とも友好状態に

ある「エ合」に西北建設(/)ヘゲモニーを与えざるをえ

なかったのてある。かくして「エ合」が国民党と共性

党を結ぶ唯一(/)1い発機構となることを可能にし， また

同時に国民党のみに拘束されず，自主的運動を展開で

きた要因となっ t、・ (i14し

国共内戦期も「エ合」運動は継続されたが，「エ合j

指導者は強硬に「民主」を主張，「反内戦，反飢餓J 運

動にも参加するとともに，国民党一党独裁に対立．次

第に共産党支持を強めていった C 中華人民共和国成立

後の1951年 'I子ー合」協会は中華全国供錯合作総社に吸

収，合併され， 52年には＇工合」国際委員会も活動を

停止した旧5t文化大革命時期には，抗日戦争時期の

「エ合」運動が1ぷl民党も支援していたことや，油外か

ら献金を受けていた.:.とから，「反動的~'「資本主義

的J, ―改良主義ふ「外国のスパイ」等々非難され，旧

「エ合」関係者に対してさまざまな弾圧が加えられた。

しかし，こうした空白期を経て1980年全国政治協商委

員の胡愈之，朱学範，辞暮橋，薩空了ら30余人が「エ

合」回復提案をし， 82年令国供錆合作総社，軒＿l：哭部，

国家工商行政管理局か連名捉案をし，その結果， 83年

に国務院に「社団J としての認可を受け，「＿L合」協
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会（坪事長・羅俊．副理事長・虜広綿等）が再建され，

活動を再開した。 1987年9月には「［合」国際委員会

（主席・アレー，現主席は楊波，副主席・陳翰笙．虞広

綿等）も活動を再開している。現在， rエ合」協会は

北京．上海，江蘇，甘粛，狭西，安徽，河南．広東．

福建．江西，遼寧，吉林，海南島，浙江の14省市に分

会，福州，蘇州，洛陽，新郷，腔州，安陽，松il:，奉

賢等に19支会を設立し，また，「エ合」国際委員会は

甘粛省lll丹，山東省蓬莱，湖北省洪湖に「．Ì合」 t験

区を建設している (iL6 tこれらの中で最も経営かうま

くいっているのか卜海，河南各分会と tt粛省lll丹の

「エ合」実験区と限られており，全体としては伸び悩

みを示しているらしい。

筆者は，今回 (1990年 6月～91年3月）学術振興会

の特定国派遣研究者に採用され，中国社会科学院の招

聘を受け， 10カ月間中国滞在ができることが決定して

以来，内安に 2カ）］間滞在することに決め，その間に

宝鶏を訪れることにしていた。前述したように．映西

省， とりわけ宝鶏は「エ合」運動開始0)地点として，

きわめて重要な意味を持っている。そのためとうして

も行きたいと思っていたのである。ただ，北京の「エ

合」国際委員会での話では．宝鶏では現在「エ合」運

動が行なわれていず．「エ合」関係者もおらず，宝鶉

自体も狭西省第2の大都会に変貌しており，当時の様

子を窺うことはできず，「行っても無駄」との、意見が

大勢を占めた。か．抗日戦争時期の「 1：合」内北rえ弁

事処．関係各機関の跡地に行き，また． ‘K鶏0)地理的

位置を考察，その発展状況を見ておくたけでも．「T.

合」研究を進めるうえで価値かあると考えた。特に，

虜広綿氏からは「エ合」から継承，発展した大規模靴

工場があると聞いており，抗H戦争時期の「エ合」運

動の解放後への影響．意義等を分析するためにも是か

非でも行かねばならないと考えたのである。「エ合」

研究を始めてから10数年来，史料不足を補い，微細な

事実までも知り．かつ「エ合」運動を歴史の中で再構

築し，その本質をよりビビッドに把握するため，管者

は，アレー．庫広綿，ニム・ウエールズ (NymWales), 

陳翰笙．梁士純，秦柳方，彰沢益．張福良．千家駒．

梁漱漠．鹿地亘各氏に対して，ィンタビュー，もしく

は書簡で質問を行ない，幾つかの文章を発表してき

68 

た（注7)o しかし，これらの各氏は全国的指導者，関係

者，および研究者等であり．「エ合」運動研究を構造

的に深めるためには，地方幹部や実際に底辺で抗日戦

争時期の「エ合」に参加し，労働，仕事をした旧社員，

見習工に会う必要性があった。 □エ合」 1社 1社の内

部，「エ合」原則で定められている労働条件，福利等

がどのように実施され、また彼らは「エ合」とどのよ

うに関わっていたのか等々を具体的に知ることが必要

であったのである。だがこれまで，こうした人々を探

し求める術もわからなかった。今回は，ます庫広綿氏

に「エ合」協会欧酉省分会・許維憲氏を紹介された。

西安に着くと．すぐに許維憲氏に現在の「エ合」運動

に対するインタビューを申し込むとともに，抗日戦争

時期、国共内戦期に西北区の―工合-運動に実際参加

した人物はいないのか，もしそうした人物がいれば，

是非会いたいという策者の希望を出した。その結果，

まず方逸民氏か紹介された。さらに許維憲氏から宝鶏

市第二軽工局を紹介してもらい，かつ映西省社会科学

院の韓振乾氏のIdlh，援助を受け，宝鶏に向かった。

第二軽工局は筆者の希望を受けて，「エ合」の跡地，

靴工場の参観，地方史家で『宝鶏史話』の著者・梁福

義氏との会見のみならず，「エ合」旧社員へのインタ

ビューの按配もしてくれたのである。

質問は抗日戦争時期，国共内戦期，そして現在へと

繋がる西北ド「エ合」運動の全体像，相互関連を明ら

かにすることを目指して組み立てた。とりわけ，「エ

合j 運動が国共対立．資金不足，インフレのため，次

第に停滞．減少傾向を小す1941年から史料も激減し，

国共内戦期，中華人民共和国成立期の「エ合」運動に

至ってはその実状が全くわかっていないという有様で

あった。インタビューを通じて一歩でもこれらを明ら

かにすることに心掛けた。また，個別問題としてはそ

れぞれの人の略歴，辺区との関係，「エ合」金Hi，ぉ

よび旧社員，見習エから見た「エ合」各社の状況，労

働条件，社内民主化，経済生活，思想の変化に屯，点を

置いて質問した。また，抗日戦争時期の「［合」がい

かなる形態で中華人民共和国以後に展開するのかを知

るうえで宝鶏製靴廠でのインタピューは有益であるし．

現在の西北区「エ合j に関するインタピューは以前の

-エ合」との組織的，理論的相互関連と差異を考察で
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きるのみならず，全くと目っていいほど知られていな

い現在の「エ合」の実状，「エ合」と郷鎮企業等との

関係を知るうえで貴重な資料となると考えている。

（注 1) 「エ合」運動に関しては，拙稿―抗日戦争時期

の中国工業合作運動」 (r歴史学研究』第485号 1980年10

月）／同「遊撃地区の中国工業合作運動」（『中鴫敏先生古

稀記念論集』上巻 1980年）／同「雲南省における中国エ

業合作運動」（『歴史研究』〔大阪教育大学歴史教室〕第24

号 1987年2月）／同「東南区における中国工業合作運動-'

（『社会文化史学』第 23号 1987年3月）／同叶コ国工業

合作運動と救国会派」げ歴史研究』第25号 1988年3月）

／同「映甘寧辺区における中国工業合作運動」け東洋史

研究』第49巻第 4号 1991年3月）を参照されたい。

（注 2) たとえば，侯徳礎「論抗日戦争時期的“エ合”

運動」（『四川師院学報』 1983年第4期）／丁利剛「論中国

工業合作社運動j (『社会科学;1983年第 1期）／劉家泉

「“エ合＂対抗日戦争的重要貢献」げ人民日報; 1985年9月

1日）等は，抗戦支援．難民救済，建設人材の育成．辺

区経済への支援などの意義を評価する。たたし，地区別

「エ合」運動に関する研究はきわめて遅れており，今回

とり上げている西北区に関しては．きわめて重要な地域

であるにもかかわらず，李宗植「西北エ合述略j げ西北

大学学報』 1983年3期）しかなく．同論文は．抗日戦争

時期の「エ合」を手工業と同一視するなど．問題も残り．

実証．分析面でのより深い研究が不可避である。これら

の論文に対する詳しい紹介，評価，批判は拙稿可コ国エ

業合作運動の研究動向についてJ('東洋史論』第7号 1989

年）を参照。

（注 3) 拙稿「重慶政権の戦時経済建設」（「歴史学研

究別冊特集』 1981年）。

（注 4) 同上。

（注 5) 申健「発揚工合伝統 推動工合事業j （中国

工業合作協会編 rヽ＇工合＂在前進 J 北京 1989年）／拙稿

「中国工業合作運動指導者からの書簡について」（『歴史研

究』第23号 1985年9月）．等参照。

（注 6) 1990年7月10日の秦柳方氏に対するインタビ

ュー。この内容は別稿で発表予定で．現在準備中である。

（注 7) 拙稿「中国工業合作運動について一ーレウィ・

アレー，虞広綿両氏に聞く一ー」（『アジア経済J 第21巻

第5号 1980年5月）／同「中国工業合作運動の起源と現

代的意義一ーニム・ウエールズ女士からの書簡を中心

に一ー」 (r中国近現代史論集 菊池貴晴先生追悼論集』

汲古書院 1985年）等。

～現地報告＾がクゞ～～～

I 西北区「エ合j 旧会計担当者・方逸民氏に

対するインタビュー

(1992年 1月30日 西安人民大履）

（問）略歴，およびいつからいつまで「エ合」に参加

し， どこでいかなる活動を行なったのでしょうか。具

体的にお教えください。

方逸民氏：私は1911年 6月生まれである。江蘇省洛

社郷村師範学校卒業後，小学校の教師をしていた。抗

日戦争の勃発後，西安に避難した。西安では国民政府

映西省合作委員会弁公処で仕事をしていた。 1940年 3

月宝鶏に行き，「エ合」に参加した。西北区弁事処組

織科の科員として統計工作を行なったのを皮切りに，

50年 4月末までずっと「エ合」で仕事をしたのである。

統計工作後， どのような仕事に就いていたかと言えば，

まず宝鶉の―工合」金庫，蘭州の「エ合」金庫の会計

科長，その後甘粛省天水の「エ合」金庫の経理，さら

に宝鶏「エ合」連社供錆処経理を経て，同地で大規模

「エ合」たる製革生産合作社を試験的に運営した時，

経理であった。また，―工合j 協会映西省事務所主任

も担当した。これらのエ作を1950年 4月末の事務所閉

鎖まで継続したのである。現在，「エ合」協会映西省

分会常務理事である。

（問）なせ「エ合」に参加されましたか。その時のお

考えをお教えください。

方逸民氏；「エ合」は新たな形式の事業であり，抗

戦に貢献できると考えたからである。当時，青年たち

はこうした仕事をしたいと希望していた。私もそうで

あった。「エ合j の気風はきわめてよかった。延安の気

風や「エ合」の気風は国民党の気風と全く異なってい

た。「エ合」は「吃苦耐労」（苦労に耐える）という新

たな気風を持っており，国民党の腐敗した気風とは異

なっていたのであなそこで私は合作委員会に辞める

と言わずに西安を離れたc

（問）「エ合」協会西北区弁事処の機構，人員，資金

についてお教えください。

方逸民氏：当時，西北区弁事処の人員は非常に多か

った。ただ，当時の統計がなく，言うことは非常に難

しい。西北区弁事処は1938年開始であるが，その時私

は「エ合」に参加していなかった。参加後の状況を言
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えば，弁事処は総務科，組織指導科，財政会叶科等が

あり，その＇ドに運輸処，婦女部，さらに軍用毛布処が

あった。大体の機構はこのようなものである。全体人

員は時期によって異なるが， 100~20(）人， 1科当り少

なくとも 5, 6人はいた。

（問）西北区弁事処の資金額とその配分方法をお教

えくださし％

方逸民氏・弁事処の経費の一部は［L合」協会の竹

轄下に属するもので，弁事処の経費として発給された。

事務費等てあり， 卜の機構たる10事務所には具休的必

要に応じて配分した。たとえば，該巾務所では年間何

人の工作人員が働いているかによって，それにかかる

賃金，事務費等を配分した。これらの資金は「行政指

導」機構のために「行政事務費用」として使用するも

ので，末端の「エ合」に使用する資金ではない。「エ

合」は自己牛産，独立経営である。これらの資金配分

は弁巾処1::f-fが決定した。

（間）延安事務所の技術者・黎雪はこ存してすか U

方逸民氏：この人のことはあまり知らない。使父0)

レウィ・アレーはよく知っている。ある時，アレーは

甘粛省山丹でベイリー学校を運営していた（注 1しアレ

ーから1944年に学校に来て総務科長に就任するように

要請があった。私は行かなかったか••…•アレーは私に

とても良くしてくれた。

（間）西北If弁巾処と「エ合」延安事務所と(/)関係

を詳しくお教えくたさい。西北区弁巾処は延安事務所

になんらかの指導，援助を与えましたか，9

方逸民氏：延安中務所は西北区弁申処所属0)中務所

の1つであり，なんらかの問題があると，それを弁事

処が管理，指導した。弁事処は下部の事務所に困難か

あると，解決できるように援助したのである。たとえ

ば，資金問題，生産問題。弁事処は人を派遣して援助

した。冴時，弁事処には技術科が設けられており，こ

こから人員を派逍し，生産面での問題を解決したので

あるり麟 lなんらかの問題が生じれは，弁巾処i任

が見に行き，月11'決のため援助した。＿巾務所が資金を必

要とする時，弁中処が支給した。弁巾処U)資金源は l

つは海外からの献金， さらに（「エ合」協会等の）上

部機関からの資金給付であったc このように事務所か

資金を必要とする時，弁事処が資金の一部を与えたの
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である。延安事務所成立後，共産党に対する援助は非

常に大きいものであった。なぜなら，当時延安は（経

済的に）立ち遅れており，市場の商品も全て国民党統

治区から来たものであった。しかし，延安事務所成立

後，数多くの「エ合」が組織され，市場で必要な多く

の商品が生産された。かくして，共産党も「エ合」に

非常に大きな支持を与えたのである。事務所は辺lべに

なんらかの問題があれは解決できるように援助した，

事務所レベルては解決てきない問題，たとえは白金，技

術問題は全てI}h北L)(弁巾処が解決した。ご存しのとお

り，当時，弁事処下には10の事務所、すなわち延安．

宝鶏，双石舗，漢中，安康，西安，鳳翔，天水，蘭州，

さらに晋南にも各事務所があったぽ互弁事処と事務

所の関係は指導．被指導の関係であったc 各事務所は

各地区で西北区弁事処の代表として機能していた。延

安事務所も詞様てある，＇ 1-方で共産党の指祁に従いな

がら，他方て業務上ては弁事処の指導を受けていたの

である。

（問）延杖巾務所の人事はどのように決定しました

ヵどまた，アレーか辺区に指導に行ったことは有名で

すが，西北区弁事処員で，延安に行った人の名前を具

1本的にお教えいただけますか。国民党地区と辺区の自

由往来はどの程度可能だったのでしょうかc

方逸民氏：種々の方法で行なったと思う。弁事処主

任・慮広綿と絣lt{［・劉大作の関係はきわめて良かっ

た。ただ，彼らか延安にiIったか否かはっきりしなし,,,

当時，弁事処は延安事務所を非常に重視していた，な

ぜなら，そこは他所と異なり，共産党指導lり或てあっ

たからである。そこで特別扱いし， とりわけ重視して

いたと言える。ただ，延安事務所の人事は彼ら自身が

決定し，弁事処は人員を派遣しなかった。延安事務所

の人員は大部分共産党員であった。この時期．延安事

務所以外でも，うまくいっている事務所の日TU)多く

は共産党員であった。共産党が派遣し，「l:合1 に参

加させたのてある。共所党は「エ合」を抗戦にfi利な

機構と見なし，支持していたからである。共席党はJJ

量もなく，金もなかった。 「エ合」に対して人）Jlり）

援助ができただけである。私は彼らの仕事振りがきわ

めて良いと聞いていた。ただ，共産党員の「エ合」参

加は秘密裏に行なわれたため，私は「エ合」で仕事を
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している期間，誰が共産党員か全くわからなかった。

当時，全国「エ合」の中で西北区弁事処と共産党との

関係かとりわけ密接であった（注3t 
（問）「T合」金庫で勤められた期間が長いようです

が，「」子合」金庫関係史料が乏しいので，それぞれの

「エ合」金庫に勤められた期間，各「l：合」金庫の組

織機構，人員，資金，業務内容．年度別収支等につい

てできる限り詳しくお教えいただけますか。

方逸民氏：宝鶏「エ合j 金庫は西北区の総庫として

の役割を果たすため，西北区で最初に設立された。そ

の下に蘭州，天水，南鄭等の「エ合一金庫が設立され

たのてある。私は宝鶏金庫には会計科長として1940年

12月から41年3月まで勤めた。人員は 8人であり， l 

万元前後の資金を有していた。蘭州金庫にはやはり，

会計科長として1941年3月から42年2月まで勤めた。

人員 5人で創業費 1万元である。天水金庫は経理とし

て1942年3月から44年 7月までであり，会計，出納，

経理等，人員 5人であった。「エ合」金庫の機構は総

務科，会計科等によって構成されている。業務は大体

同じであり，預金，貸付，「エ合」に代わっての代理

収支，代理貸付，粘替等であった。当時，類似機関と

して，映西省合作委員会弁事処，農本局，混民銀行に

よって開設された合作金庫もあったが，これらはLに

信用合作社に貸し付けていた。それに対し「I合」金

庫は合作経済の金融機構という共通点を有してはいた

が，当然「エ合」に貸し付けるために組織された。そ

の任務は各「エ合」の預金，繰越金等を吸収し，資金

を必要とする各「エ合」に貸し付けることであり，目

的は各「I合」の資金困難を解決することにある。も

し「エ合」金庫がなければ，銀行貸付に頼らざるをえ

ず，手続きが面倒なうえ，抵当を必要とした。それに

対し「］子合」金w(/）貸付は便利であり，円滑であり，

かつ貸付期間を長くも短くもできた。のみならず， rl: 

合」金庫の存在により資金の外流を阻止し，「エ合j

運動内で資金を回転させることを可能にしたのである。

最も多い時で「エ合」金庫に預けられた資金は 100万

元に達したと思う。ただ，年度別収支状況についての

具体的数字は残念ながら覚えていない0

（問） 1945年抗L1戦争が終わりましたが，西北ぃ弁

事処はこれによっていかなる変化がありましたか，

現地報告~^-し～＾ク

方逸民氏：抗日戦争勝利後，西北区弁事処は院西省

事務所となった。人員は縮小し，僅かに主任，秘書，

会計等 5人となった。もう少し詳しく言うと，西北杯-

弁事処は， 1945年（抗ll戦争勝利直後？）中国」：業合

作協会西北区輔導委員会となり， 46年になって映西省

事務所となった hi4!，西北に弁事処時代の主｛［は虜広

綿であったか，輔導委員会主任は孟受曾に代わった。

孟はすでに死去した。

（問）中華人民共和国成立以後の，すなわち「エ合」

終了時期のことをお教えください。

方逸民氏：「エ合」映西省事務所は1950(1951?）年

5月 1日当地0)阪西省供納合作社宝鶏弁事処に移行し

た（吸収，合併された）。全国的規模で「エ合」は全国

供錯合作社に移りした0)てある。 1951年はまた「手」：

業合作社」に属してはいない。

許維憲氏：当時，「手工業合作社j はなく， 1955年

以後「手工業合作社」は供錆合作社生産処から分離し

て生み出されたのである。

（問）旧来の「エ合」西北区弁事処の人員で，後に

供錯合作社，さらにf工業合作運動に参加した人員は

どのくらいいますか。

方逸民氏：ます私か供銅合作社に移った。‘り時，私

が狭西省事務所tifてあり，事務所を代表して，「 l-

合」の財産，松案を供鎖合作社に引き渡すとl'」時に．

私自身も供錯合作社に移籍した。ただ，「手工業合作

社ーには参加しなかった。「エ合」は「手工業合作社」

とは何ら関係がない。また，軽工業部とも関係がなか

った。 1983年に「エ合」が復活した後，軽工業部に依

拠することになり，関係か初めて発生したのである。

（問） IB来0) Iエ合」で国営工場や大工場に発展し

たものがありますか。

方逸民氏：たとえは， ’K鶏南関には製革「Tf合」が

あり，私はそこの経理をしていたことがある。解放後，

宝鶏靴帽工場となった。その他，私は直接関係してい

ないのであまりはっきりしないが，「エ合」から「帆

木綿」（ズック）エ湯となり，後に西安に移り西安「帆

木綿」工場になったものがある。

（問）「エ合」運動の経験，理論は手工業合作運動に

何らかの影響をりえましたか。

方逸民氏：「手L業合作社 1は別系統の合作社てあり，

7I 
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その点についてはあまりわからない。

許維憲氏：「エ合」の優良なものは全国的にほとん

ど国営企業等に変わり，それゆえ，後の手工業合作運

動は「エ合j 運動と断ち切られた形となり，新たに合

作社を組織せざるをえなかったのである。

（問）「エ合」の過去，現在，およひ将来における意

義をどのように考えますか。

方逸民氏：「エ合ーは抗戦中，非常に大きな役割を

果たした。解放後役割を果たすか否か，それはすでに

明白な事実によって示されている。「エ合-'tよ復活し，

今も存在している。その理由は「エ合」か各種の生産

合作社を組織し，商品生産を発展させ，「四つの現代

化」建設を援助するからである。その他，過去］エ合一

は海外と多くの関係を有し，華僑との関係も深く，か

くして統一戦線工作，祖国統一に積極的役割を果たし

た。それゆえ， 1982年政治協商会議委員の幾人かは

「エ合」復活の議案を提出した。その趣旨は「四つの

現代化支援，祖国統一促進」であった。後に国務院の

指導者もこれに同意した。すなわち，「エ合」は過去．

現在，のみならず将来も必要なのてある。中国「エ合」

は社会の商品需要に対して生産増大することができる

からである。現在，郷鎮企業が勢いよく発展している

が，それらも合作社形式を採った工業の合作運動なの

である。第二軽工庁も工業の合作運動を行なっている c

すなわち，手工業連社は第二軽工庁に属している。さ

らに服務公HJも行なっている。このように，「エ合」

協会を含めて 4つの単位が全て工業の合作運動を行な

っているのである。性質は同じである C• これら兄弟単

位の機構は展なるが，同じ工業の合作運動の工作をし

ている。「I合」に関して言えば，現存する最大の問

題は国務院発布の「社団登記令J である C すなわち，

「エ合」協会が「社団」，つまり， ―社会団体ーの中に

入れられてしまったのである。本来「エ合」協会は

「経済団体」であるはずであった。ここ数年来，国家

は本来「経済団体」に属するはずの？社会団体」 60余

を再審育している。「エ合」協会もその中の 1つてあ

る。 1989年以後， rエ合」協会は「社会団体」に入れ

られた。「社会団体」は繁雑な登記の更新をせねはなら

ず，かつ原則として企業を運営することができないこ

とになっている。「エ合」協会は生産合作社を組織，
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運営することができない。それでは］エ合j 協会とい

う機構は何のために存在するのか。この問題に関して，

私は慮広綿に「どうすればよいのか。上部の人間と相

談して欲しい」と，書簡を出した 3 この問題を解決で

きなければ，―工合」協会下にあるわれわれの分会は

何もすることができず，この機構は存在意義を失って

しまう。この問題は非常に重要である。とはいえ，現

在幾つかの合作社の発展を援助し， 7, 8の工場を組

織し，「エ合」映西省分会に属するエ農業開発総社を

成立させ． さらに 2つの「貿易商社」も有している。

今，私は本当に「エ合」の発展を援助したいと思って

いる。映西の「エ合」は他省に比して遅れていること

か多い C すてに他省ては60数社の「エ合j か組織され

ている。現在「エ合j か遭遇している問題は「エ合一

をうまく運営できないことにある。エ商局に指導権を

与えないことにある。この問題は将来国務院か解決し

なけれはならない。甘粛はすでに登記した。しかし，

（甘粛が）登記後依拠した計画委員会も企業を発展さ

せることかできす、ただ経済協力，技術指導か行なえ

るたけてあな登記問題は映西省のみならず、各省に

存在する。現在，―エ合」協会の上部にこの問題解決

を担当できる人物がいないのである。本来，「エ合」

協会理事長・申健か行なうべきであるが，彼は体調が

悪く担えない。その後，軽工業部長・楊波が「エ合」

国際委員会主席となったか，彼も行なえないっ統一戦

線部は「エ合」の方針，政策，重要な人事の按配を管

轄するだけ，軽工業部は業務指導だけというように，

この問題を担当する所がないのである。結局，国務院

批准の文献が「エ合」を一般「社会団体」に含めてい

るため，事態か好転しないのである。現在，国務院の

「エ合」に対する認識を改めるように努力している最

中である c

（注 1) ショゼフ・ヘイリー (JosephBaili) (1861 ~ 
1935年）はアイルランド出身のアメリカ籍宣教師。彼は

中国には布教以前の問題か山積していると考え，南京金

陵大学農科創設に尽力，また中国青年をアメリカのフォ

ード自動車会社に送り込み，技術者を養成， さらに上海

の労働者の子弟を対象に・技術訓練班を主催する等の活

動を行なった，この思想｀方法は抗日戦争時期の □エ合」

運動に引き継かれ，かつ彼を記念して技術者養成を目的

とするペイリー学校が. 1940年以降，江西省様県，広西
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省桂林，湖北省老河口，映西省双石舗，河南省洛陽等に

設立されたが，最も有名なのが甘粛省山丹のベイリー学

校（校長・アレー）である。この卒業生には現在の中国石

油総公司機械局副局長の張徳録等がおり，また学校は中

華人民共和国成立後，蘭州石油技術学校となり，多くの

石油関係技術者を養成した。なお， 1990年「エ合一国際

委員会の提唱で山丹実験区の重要な構成部分として，山

丹ベイリー学校それ自体が復活し，「半上半誂J• ―手脳併

用」をモットーに農村実用人材．「エ合J の組織幹部，

技術幹部の養成を再開している模様である。また北京て

もベイリー職業大学（董事長・申健，校長・手北辰）か

設立されており，現在2000人の学生が学んでいる（路易

・文黎研究室『文黎自伝』蘭州甘粛人民出版社 1987年

164ページ／中国「上合」国際委員会組 rエ合国際通訊J

第9期 1990年4月／←中国工業合作協会簡介ー．：『中国合

作経済報』第259期 1988年11月12HJ／拙稿「東南区に

おける……」等参照）。

（注 2) 延安事務所設立は1939年4月。なお，宝鶏の

「エ合J は尤米，西北Iメ弁事処か直接指導を行なってい

たが，「エ合」運動が発展し，業務か繁雑になったため，

1939年5月になって初めて宝鵠事務所か設立された（張

法祖著 在 l：海F1本大使館特別調任班訳『て年来支那工

合運動の発展』 1942年 46ペーシ）。

（注 3) このように，共産党との関係も密接てあった

ため， 1941年1月新四軍事件以後，反共攻勢があり，宝

鶏の「エ合」に対しても弾圧を開始した。楊参政「エ合在

宝親」（『宝懇県文史資料J 第2輯 1984年9月）によれ

ば，農暦5月宝鶏県政府は「軍統」（一軍事統計局ー。一般

的には「藍衣社」と呼はれる）に命令して馬営の紡毛「エ

合」の地下共産党員・章若夢，李懐伯，李維州，喬積玉，

および工作員の「李華」（漢中事務所主任の李華春の誤

り？李華春はこの時期，国民党に殺害されている）を逮

捕させ，西安の労働営に収監したという。また， 1943年

秋，鋏西省政府はアレーと虞広綿か不在の時，宝鶏の彼

らの弁公室と自宅を捜査している。

（注 4) なお，楊参政同上論文によれは． 1945年抗日

戦争勝利後，物価「鉄落」（暴騰？）により，→一部分の一、エ

合」は生産を停止した。こうした状況下で宝鶏事務所は

「エ合」の調整を行なった。元来 108社てあった「t合」

は業種に応じて23社に合併されたっ調整後23社の労働者

は500余人，毎月の生産高は 1億 6000万尤であった。

II 抗日戦争時期，国共内戦期の宝鶏「エ合」

旧社員・見習工に対するインタピュー

(1991年 2月20日 訣西省宝鶏市の

製靴工場の応接室）

（問）まず，生年月日と出身地をお教えくたさい。

劉東峰氏：江蘇省南京出身。現在80歳 (1911年生ま

れ？）。

滑九思氏：私は河南人で，河南省渇池で1923年生ま

れ，現在67歳てある。

劉俊憤氏：映西省藍田県人。 1920年生まれ。

楊徳厚氏： 1932年 4月10日映西省惰陽で生まれた。

（問）宝鏡に来たのはいつで，どこから来ましたかは110

劉東峰氏：抗日戦争が勃発して南京から避難して来た。

滑九思氏：抗日戦争時期，私のいた所（濁池？）か

日本軍によって陥落させられたので， 12, 13歳の時，

宝鶏にやってきた。 1939年のことてある c

劉俊撹氏： 1939年西安から宝鶏に来たc

楊徳厚氏：宝鵡には15歳の時来たc

（問）「エ合」に参加したのはいつですかつ「エ合」

参加以前の仕事をお教えくださいc

劉東峰氏： 1939年8月 1日成立の宝鶏美最時「エ合一

に参加したe 「エ合」参加以前，靴作坊の見習工てあ

った。学校に行ったことはない。靴作坊で靴を作って

いたのである e 「エ合」参加後，私は「経理」に選は

れた。「経理」といっても今の経理と異なる。当時の

「経理」は何てもやらねばならす，公務，業務，さら

に柴，米，油，塩までも管理していた。

滑九思氏：私が参加したのは実干第一製靴 rエ合一

（汁 2,である。宝憩にやってきた年である。それ以前は

農民であった。

劉俊慢氏： 1939年宝鶏に来るとすぐに「エ合ーに参

加した。最初見習工であった。私の「エ合」は「宝賤

県二里半村紗布生産合作社」が正式名称で，軍用毛布

を製造していた。後に毛織物も織った。私は1940年に

は「エ合」双石舗学校に進学して紡織を学んだ。「エ

合」参加以前，小学生であった。藍田小学校に通って

t)た。

楊徳厚氏：宝鵠に来てすぐに南関皮革「エ合J fこ参

加したc それは，一般に「宝鵠工業合作社南関皮革社」

と称されていたs 「エ合」に務めると聞いて，知人た

ちは良い職場だと』った。「エ合」参加以前，仕事は

していない。学校に行っていた。小学生であった。た

た，家は農家であったので，耕作の手伝いをしていた。

（問）なせ「エ合」に参加しましたか。

劉東峰氏：主に生活の保証である。元来，私は教育，

文化がなかった C r エ合-参加後，次第次第に文化的
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影響を受け．挿々のことを学習した。知識をもつと．

ものの見方が変わってきた。自分のためだけでなく，

大衆のことを考えるようになったのである。

滑九思氏：宝鶏は「エ合」がとりわけ多く，農村か

ら都市に至るまで「エ合」が存在していた。都市には

タオル「エ合J, 機械「エ合」，軍用毛布「エ合J, 農村

には織布「I合」があった。なぜなら宝鶏は「lf^合」

協会西北Iべ弁事処0)所在地であったからだ＜'Iエ合 j

金庫もあり．銀hと同じように「エ合」に貸付を行な

っていた。 I_[合1 0)預金は全て「エ合 1 金庫に預け

たのてある。宝記の全「エ合」の資産はかなり大きい

ものであったのである。私は 1人で宝鶏にやってきて．

人に仕事を紹介してくれるように顆んだ。人々は「エ

合」で慟くように勧めてくれた。なぜなら，宝鶏には

「エ合」が多かったからだ。当時（宝鶏に先に来てい

た）兄が実t第・製靴「エ合」で主{fをしており．兄

の紹介でこの「l：合」で働くことになったのてある。

劉俊悶氏：「L合参加理由は仕事を求めてであり，

若者には前途か必迎である。宝鵠は抗戦時期工場か多

かったので人に紹介してもらい，「I合」に加わるこ

とができた。

楊徳厚氏：「エ合」に参加したのは生活のためであ

った。農村の生活は不安定で，収穫の良い時はよいか，

悪い時は本当に苦しかった。ただ．「エ合」がどのよ

うなものかはあまりわからなかった。小学校0)4 9[1: 

だったから。

（問）「 I合」に参加した時，社員は何人てしたか。

見習」はいましたか（注3)0

劉東峰氏：労働者，見習工を合わせて計14,15人で

あった。ただ，私が参加した後，社員は毎年毎年増加

した。割合は社員80む，見習エが20ぷくらいである。

滑九思氏：私が働き始めた時の身分は見習工であっ

た。私0) 「I合」は見習エが多く， 30~4(）人であり．

社員は20数人であった。計50~60人てある。

劉俊1切又：私(/)1エ合」は150人という人上上場にな

った。参加した時，すでに100人あまりかいた。社員70

人，見習L(よ--f供であるが30人くらいいた。

楊徳厚氏：当時社員は30人，「練習生」は 5, 6人。

私は「練習生」であった。私の「エ合」では見習エと

は言わなかった。
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， 

（問）「エ合」に参加した後，生活は変化しましたか。

賃金はどうでしたか。労働条件，福利等はどうてしたか。

劉東峰氏：当然変化した。安定した。賃金は出来高

制であった。布靴1足を作る毎に 2角，革靴の場合，

l足毎に 5角であった。たとえば，ある人が 1日5足

の靴を製造し，別の人が4足しか製造できないと，当

然4足の人の貨金は低くなる。つまり，ある人は 1カ

月に50元，またある人は40元，さらにある人は20元し

かもらえない。労働に1心して分配されるのである。幹

部の賃金は 2番目の人の賃金に連動した。賃金の 1番

高い人が50元， 2番目の人が45元とすると，幹部は45

元もらったのである。衣服は共用（「エ合」所有）で，

食事は無料であった。私はいわば労働者，無産階級で

あったので，「エ合」に対する印象はきわめてよい。私

が参加した「エ合j の運営は順調に発展し，連合社と

なったが，それにも参加した。これに伴い，牛活もよ

くなった。「l：合」に参加せず，個人の力だけでは私

の人生は何らの進展も見せなかったであろう。「］f△合」

参加後，思想は進歩し，牛活は安定したのである。私

は靴製作の設計，見積りができ，技術が高かった。靴

のデザインがよく，すぐに売り切れた。原料入手もう

まく，さらに技術によって，技術が悪ければ10足しか

できない皮から11足の革靴を作ったのである。かくし

て，賃金は往々にして他の人と比べて高かった。経理

に選ばれ，解放の時まてやっていた。皆が私を選んで

くれたのである。よく仕事をしたので，「エ合」かな

くなると製靴廠て慟き，最終的には宝鶏市第―庫tr̂14

で慟いた。

滑九思氏：生活はよくなった。見習工は「単衣」（ひ

とえの着物）と綿入れが支給された。賃金は全て出来

高制である。労働時間は 8時間。時には残業もあった

が，一部の人だけが残業するのではなく，全員で残業

した。食事には金銭がいらず，集団で食事をした。社

員会議ももたれた。艇利に関してはタオル等か支給さ

れた他，宝鶏には「［合」医院があり，「エ合」人員

に奉仕しており，病気になっても心配いらなかった。

劉俊懐氏： 'I'.活は保岡された。民間工場ならば lll 

15~16時間慟かされたであろう。「エ合」の労働時間

は1日8時間であり，かつ勉強の時間もあった。自己

学習である。朝起きると身体の鍛練の時間もあった。
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賃金は初め銀元で 3元，後に 6元となった。やはり銀

元である。 一般に残業はなく，時に残業があった。残

業は急ぎの11:1tて，昼，糸の束を買いにhき、夜それ

を原料としで4i/IIt布を製造するなどてあった＇，タオ

ル， h鹸は女‘給ざれ，食事は無料であった。週によっ

て「大礼fl」('tLillは「星期」，週と 191]し意味），＇小

礼拝」に分けられ，半月の休みもあった。休みの 1U 

目は皆賑やかに集まり，御馳走を食べた。酒，肉，野

菜か机一杯に並べられた。その時，呑みすぎてしまっ

たことを今でも思い出す。私達の「エ合」は酒工場に

非常に近かったのだ このように食事も改善されてい

った。

楊徳胴氏：変化は大きい。「エ合」に参加すること

で生活は保齢され，安定した。順調になった。 ‘'i時，

宝鶏にはJ|常に多く(})「エ合」があったたとえは．

アルコール「エ合」，毛布「エ合」，小織布「エ合」等

々，本当に本当に多かった。私の「エ合」もその中の

1つであった。私は1946年から解放まで「エ合」に参

加した。労働時間は 8, 9時間c 忙しい時は残業もあ

った。齢初は「練習＇l」で靴作りを行なった。「紬やI

生」の時は兜髪費，洗濯費はもらったか， t1金はなし、 (9

衣服は 2り4こllQ支給された。食事は無料てあった，9

皆一緒に食へた、，料則人も社員であるか，州＂］に料剌

を作っていた）社Hになってからの賃全は出来絲制て

一律ではない。やはり靴 l足ごとに支払われた。多く

慟けば賃金は高い。私の場合，大体毎月同じくらいで．

現在で言えば， 5袋の小麦粉，まあ45元に相当する金

額であろうか。学習面では「エ合」の社章を学んだだ

けで，その他は何も学習していない。 1内気の時は 'L

合」医院て診てもらえ，医療費はかからなかった Q

（問）参｝JllI ]合 r に長所，欠点はありましたか。

困難な時期， また）Ir（i，淵な時期はどのようてしたか。ま

た，生産物はとこて販売しましたかc

滑九思氏：私の参加した「I合」は開始時期やっと

10人くらい集まっただけで大変だったと聞く。ただ，

2年目， 3年目と順調になっていった。自力更生であ

り，窯洞紐 4)も自分で造らねばならず，現在と比べて

条件は厳しかったか，「I合」の発展は速やかであっ

た。もし ll了r1 か‘li時からずっと発展し紬けていた

ら，現在てもやはり」l常に速いスピートて発展してい

るであろう。当時，「エ合j の生産物は生活必需品で

あり． さまざまな物が全て揃っており，他に求める必

要がなかった。タオル，靴卜等改．全て生産てきた。

いかなる業種も令てあったのである。先ほど・,-rったと

おり．「銀行」 (I]：合」金庫），医院まであった，9

劉俊憤氏： hlら(})欠点もない。年末には利益配当も

あった。民間工場にはもちろんこのようなものはない。

「エ合」が宣伝していたことは貧窮な人々にきわめて

大きな吸引力を持っていた。私達の「エ合」は上海か

ら移転してきた紗布工場を基礎としている。私が参加

する以前，削設時期の状況は大変だったようだ。虞広

綿は鍋を背負って来たという。（宝鶏の）西関でかま

とを築き，家14をti借りした。その時．ゅっくりては

あったが，「［合」に貸付か行なわれ始めた。般初は

7人で組織した(})てある。社員は 1人 l元出資し，か

つl(）元借りた。その当時宝鶏は県てあったc 私たちの

「エ合」の作ったのは全て「蘭帆布一衣裳であった。

このようにしながら宝鶏では］エ合ーがかなりの規模

て発展していったのである。

楊徳厚氏：当時，数多くの農民か農村から流出した。

生活できなかったからた。令て生活のため「 I：合」を

組織し，「エ合」に参加した。私が参加した「上合」

もそうしたものた。私の 1エ合」も順調であった。生

産量は時期によって沢なるが，靴で言えば，大休JI

2000足くらいだった。一般の小工場の生産物は質量と

も良くなかったのに比して，「エ合」の生産物は質量

とも高レベルであった。靴，皮革， トランク等の生産

物は宝鶏で売った。 20,30人で製造しているわけだか

ら生産景はそれほど多くないので，集中的に窄鶏て‘販

売するだけて 1カトてあった。

（問）「エ合」参加後，忠想的変化はありましたか。

劉東峰氏：私は「 l．合」紆理訓練班（注 5)に人り， 2 

カ月の訓練を受けにことかあるが，教育がなかったた

めに，政治に対する理解は非常に乏しかった。訓練班

に参加てきたお蔭で，最後には経理のことのみならず．

「私は全ての人のため，全ての人は私のため」の道理

を理解した。後に，思想はまた変化した。「私がまず

人のためにすべきであり．そうしてこそ人も私のため

にやってくれる」と。

滑九思氏： 1 ]^fゎはT．菜をうまく運営し，人の思
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想も一致し，人心を集めていた。組織機構も明瞭てあ

った。幹部もその年よければ翌年も選ばれるか，よく

なければ落選したぽ 6tこうした所があるということ

を知った。

劉俊惜氏：生活は安定した。思想の変化はない。そ

の時私は幼かったから，よくわからなかった。「エ合」

での生活が当然と思っていた。

楊徳厚氏：「エ合」の気風は延安の気風と同しと言

う人もいるが，私は国民党地区の「エ合」と共産党地

区では異なり，一概に言いにくいと思っている。たた

し「エ合」が進歩的社会団体に属していることは確か

だ。そこに参加していたのだから無意識のうちに影響

を受けていると思う。

（問）抗H戦争時期の「エ合」て最も印象に残って

いること，および解放後の状況等についてお教えくた

さい。

劉東峰氏：最も印象に残っていることは，皆で力を

合わせ，皆一緒に富裕になったことだ3 一部たけが金

持ちになったのではない。「エ合」が存在する範囲は

広く，そうした広い範囲で共同で富裕になったのた。

現在，私はすでに退職している。ただ，今の個体戸の

奇形的発展に心を痛めている。蓄財の方法のある者だ

けが豊かになれ，そうでない者は豊かになれない C ア

メリカや日本の資本主義は発展しているが， もし労働

者を大切にしないのならば，こうした資本主義も結局

発展できないのである。もし「エ合」を運営すれば皆

で発展できる。誰でも「エ合→に貢献できるし，誰て

も「エ合」の主任になれる。私は rエ合ー参加後，経

理であったのみならず，ずっと主任でもあった。皆か

選んでくれたからだ。製靴廠で働いた時も皆親切にし

てくれた。私は金はないが，信望はある c どこに行こ

うとも歓迎してくれる。「万事人に頼らず，ただし皆

一緒にやる」をモットーに生きてきた。

滑九思氏：「エ合」に参加できて非常に光栄だと思

った。メーデーになると，街中至る所に］エ合ーの人

がおり，ある時は宝鶏の城市の半分が「エ合4 の労働

者で埋め尽くされた。デモの時，全て rt合ーの人々

で威風堂々としていた。

劉俊憤氏：仕事が終わると，勉強した。「経理」（劉束

峰氏のこと？）は私に対してものの見方を教えてくれ
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た。そして，後に進学までさせてくれた。私はレウィ

・アレーが校長をしていた（山丹）ベイリー学校の卒

業生てもある。そこで 4年間会計を学んだ。卒業後も

ベイリー学校に留まり，学生に教えたり，雑務をした

りした。同校の課程は多く，紡織，機械，衛生，会計，

採鉱等の専門に分かれていた。

楊徳厚氏：抗戦時期，「エ合→は自力更生で仕事を

した。現在，中央，省で「エ合＿が回復したにもかか

わらす，あまり進展しないのは，政府に頼っているか

らである。一応，解放後の状況を説明すると，解放後

「エ合ーは全て国家に移管した。すなわち 1949年私の

-工合J は南関生産合作社と称し，社員100余人であっ

た。 1951年省の人か来て正式名「宝鶏市第一製靴生産

合作社J と名称を変え會私は引き続きそこで仕事をし

た。 1951年に主任となったc 1956年手工業連社となり，

さらに58年合作制度の宝鶏製靴廠に改められた，現在，

私は宝鶏市第二軽工局生産技術科長である c

（注 1) 抗日戦争時期，宝鶏は闊海鉄道の終点として

西北．西南を結びつける交通中枢という重要な位置にあ

ったのみならず，二方を山で囲まれ｀防衛という観点か

らも地形的に有利で，かつ 1万8200平方累の肥沃な土地

を有していに 1937年七七事変後．「宝鶏地区」（宝鶏，

および鳳翔．扶風，瀧県，岐山．眉県等の周辺県を含む）

には申新紗廠｀福新製粉廠．大新製粉廠．薙興鉄工廠，

薙興紡紗廠，三十一兵工廠等が移転してきたか，同時に

大量の難民、産業労働者．手工業労働者が流入してきて

おり，「宝鶉地区」の人口は37年段階ですでに 86万2083

人に増大，抗戦後期には 100万人を突破したという c 宝

鶏県城内の人口だけでも5186人であったものか9万8049

人に膨れあかった（梁福義了宝鶏史話』西安 袂西旅遊

出版社 1990年 331, 336ページ等参照）。

（注 2) 実干第一製靴「エ合J に関しては，東亜研究

所 r支那工業合作社問題関係資料」第 1巻 東亜印刷

1941年7月にもでている。それによると， この［エ合」

を開始した人物は（戦争のため？）一文なしとなり，菓

子行商，街頭写真屋を経た後，金をため．技術養成所で

製靴技術と文字を学んた3 しかし，結局難民となり，宝

詞に流れ着いたc そこで｀失業者，「商売のない者」を組

織して製靴-工合」を組織し，社員への靴製造の講習等

も行なった。その結果，その商品は市場で最も良質で専

最も廉価であったという (198~200ペーシ）。

（注 3) 抗日戦争時期，「エ合ー内ての見習工問題は、

民主と平等を標榜する「エ合」内ての不平等，搾取・被

搾取関係として議論の対象になっていた（拙稿「抗日戦
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争時期の……」）ウた際どのようなも 0)であったのか，社
比見習エから見てそれはいかなる、意味を持つのか等の

疑問を具体的に考察する材料を得るため，この質問を行

なった。

（注 4) 周知の如く，窟洞とは西北地方の山塵等に掘

った横穴式(/){i：居，倉庫であるが，戦争中，防空壕と同

じ効能を持ち"11本軍による1叶阿かの爆撃にも大きな損

当はでなかったとされる c 鉄器「工合j に命中した時て

すら，損失は 100元で， 60元で修復でき，爆弾の破片を

集めたところ， 100元以上の価値があったという（梁福義

前掲書 333ページ）。

（注 5) 経罪』lI紬班に対する史料か見つからないのて、

「|、ー級合作指WUの不足」打開ll的て設立された宝鶏(})

「合作指導人員訓練班」を紹介しておこう。第 1期 (2カ

月） 30名の高中卒程度の青年を集め，合作原論，合作社

指導法．工場管理．全計常識を学ばせた。半分1よ教室で

の学習，残る半分は「エ合」ての実料であった（「中国i

業合作協会西北区弁事処工作報告」以lj谷久太郎 r支那 I:
業合作社運動』畝傍書房 1941年〕 77ペーシ）。

（注 6) 「エ合」の理事，主席は公選てあり，不正があ

れば社員，監事は弾劾案を提出し，直ちに免職すること

かできた。これは民権主義の実際的運用であり， tt.lid)
政治参加の初歩的，JII紬とみなされていた（拙稿「fiul戦

争時期の…••J)。

III 「エ合」発展形態としての大規模集団工場・

宝鶏製靴廠

ーー工場N:・ 屠什碧氏へのインタピュー一

（このインタビューは旧「エ合」社員へのインタビ

ュー後，続けて行なわれた）

（問）宝鶏製靴廠と「［合」の関速をお教えくたさいc

楊徳厚氏： fムのJjから簡単に紹介すると， 1946りた

最時製靴「エ合」，実干第一製靴「エ合」，南関製革「エ

角 3社が合併して，宝鶏南関製革生産合作社となっ

た。さらに1958年宜鶏市第一製靴社，第二製靴社．第

二製靴社か合併して現在の集団所1Hhll，すなわち大規

模合作制度形態の宝鶏製靴廠となったのである。

（問）「エ合j の継承．発展を考えるうえでも，「エ

合」の歴史的意義，評価を考察する際も，重要と思わ

れますので，‘因鶏製靴廠の具体的．かつ詳細な状況に

ついてご紹介くたさい。

屠仕碧氏：われわれの工場は元来「エ合」の存在し

た場所に建設された。劉東峰，滑九思，劉俊1豊，楊徳

厚各氏はこのT場の出身者である。数十年の変遷を経

て工場は小から大に変わった。主に第二製靴社から来

た劉束蜂主任がこの｀［場の基礎を築いた。現在も滑九

思氏は業務，劉俊惜氏は会計を担当してくれており，

この工場の現役である。劉東峰主任と楊徳厚科長はこ

の工場から宝鶏市第二軽工局に異動した。私がこのエ

場に入ったのは 1962年のことである。‘月時職工は 170

~180人しかいなかった。 1964年一部の帽子製造の同

志が分離，独立し，服装廠を成立させたが，われわれ

の宝弟製靴廠は発展を続け，現在すでに職J:457人，

退職労慟者131人，固定資産 600万元余，純利益は 400

万元余となっている。苗の合作社時期 1カ月数千足し

か生産できなかったが，現在は月に数万足，年間 l00

余万足に上っている。 1990年の年生産は 181万足に達

し，生産額は 960万Jtてあった。面積は元来 6畝 8分

の2 (4166平方に余）であったが，現在10畝 (6667平

方こ）以上となっている。工場が発展した後，このピ

ル（インタビューをした応接室のある 3, 4階建ての

ビルのこと）は上級機関（宝鶏市第―二軽」Jni)からの

42万几の女出によって設灯：できた。その他の工場とな

っているビルは全て自己資金で建設した。かくして，

今はもう「エ合」時代の様子から一変しており，当時

の様fを見いだすことは不可能である。ただ，「エ合」

時代に’1ftした地皮か残っている。劉（俊位）会計と

滑業務に持って来て見てもらいましょう。退職者は全

て今も工場の「老元首」として扱われている。現在劉

会計と滑業務は現役で最後の旧来からの古参の人々で

ある,, l^ー場か迅速に発展てきた要因の 1つは「エ合」

のよい伝統を継承したからである。つまり「エ合」の

共同で仕事をし，一方で生産をし，一方で建設すると

いう伝統を受け継いだのである c まず，従来の土法的

やり方て巾要な仕事から祈手し，露天のII除けのよう

なものて；従来の設備を利用して開始したか，現在は

全てピルに変わり，新設備に一変した。とりわけ発展

したのは1970年以降である。この時， 400~500人とな

り，現{t全工場の総人数・は600人余となっている。牛

産物は半長靴，各種布靴，各種革靴である。現在我々

の工場は 870平方{;;:の商場も運営している。まず， L-9 

場を運営し，その後商店も運営しているのである。劉

会計はすでに72歳であるが，商場で仕事をし，滑氏も

商場の業務主任である。つまり工場内に 2つの「分廠」
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Ⅳ　現在の陝西省の「工合」運動
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か設けられており， 1つは商場． 1つは布靴製沿J.：場

てある。われわれ0)工場は技術，竹理両面で散西省0)

同業者の中で先頭を歩んでいると見られている。 1987

年以降， 6産品は「省優秀―. 1産品は「部門優秀j を

獲得し， 2種類の連動靴は全ll;1,＇,il,i'「会て「金記貨」に

輝いたのである，1 つまり質量的に，忍められていると，i

える。この企業は宝鶏の大手企業と t1されている。も

ちろん集団企業中では大企業である。「双文明」（精神

文明，物質文明？）建設中，何度も上級関係部門の表

任委U会t任で，李は元,~西省第二軽」△Ji•:Kで，省政

協常{f委 Hである。さらに 3人の副理市長には第二軒

工局長・郭広H凡労働人事庁副庁長・王栄昌，供錯合

作社責任者・李元農が就任した。さらに方逸民，趙伯

祥，！登i坤が常務理事である。方，趙，膝3人は抗11

戦争時期，「エ合」運動に参加していたじ名誉理事k

を除く計7人で常務理事会は構成されている。この他，

康健生ら 7人の顧問がいる。代表大会ではまた省「エ

合」 i;'，行を採択した,I決西省(/)「I合」 1：作は全てこ

彰を受けている。すなわち，われわれの工場は映西省 の“利にHlJって行なっている。省分会はさらに理事柑

経済委員会の検介で質量とも合格した「管理単位j で 弁公窄会議制度を作っに。この会議の構成員は業務を

あり，「区文明」の工場である。こうした成果をあけ 主として担当する人々で．たとえは弁公室主任．企業

ることができたのは，ここに同席していらっしゃる劉

束虹滑九思，劉俊l噛，楊徳1昇各氏ら先輩のお低てあ

り，さらに後来ttu)共同努力の賜物と言えるぐ，この l:
場は基本的に「エ合」思想を保持しており，福利面で

も「エ合」の伝統を継承している (tl:l¥3

（注 1) 11ii建曹広東のIH「l・合」の幾つかも大］^ り場に

なっている。たとえば， 1つは 5} U)トラック製迅」：場

（労慟者2000人）であり，もう 1つはエア・コンプレッサ

一生産工場（労働者3000人）であり．ここには抗日戦争

時期の「エ合」の旋盤が展示されている（拙稿「中国．工

党合作運動につしヽて・・・・・・」）。

N 現在の映西省の「エ合ー運動

ー一許維憲氏に対するインタビュー一—

(1991年 1月30日 西安人民大魔）

（問）生年）JIlと出身地，略歴等をお教えくたさい。

許維憲氏： 1933年山西省洪洞県蘇堡鎮茄去村で農民

の家庭に生れる。 1948年中国人民解放軍に参加。 1956

年映西省手工業竹即局に転職。 1984年「エ合」協会狭

西省分会が活動を開始すると．そこに異動した現ft

映西省分会弁公室主任をしている。

（問）「エ合」協会鋏西省分会復活，成立の経過と指

導部の陣容等についてお教えください。

,ii維憲氏： I知西省分会は1984£17月16日鋏西省政府

の日意の下て復活，成立した，， loll会員代表大会を間

催し，理事会の人選をした。そして35人の理事を選出

した。名誉理事長は孫克華，理事長には李永林が選ば

れた。孫は当時映西省副省長て；現在人民代表大会常
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発展部長等かその中に含まれる。とは言っても日常業

務をしている省分会0)「4竹人員はわずかに 2人だけて

ある 1人は私で，弁公室内の工作に貨任を持ってい

るその仕事はー上意下達」である。つまり北京から

来た指示を下に伝える仕事てある。もう 1人は企業発

展上竹に従事している。省分会の人数は少ないので，

おliいに相談して事を処岬している。われわれ 2人と

も元来，第二軽工庁に属している。そのため，経費は

第二軽工庁か支出している。われわれの賃金，福利活

動等0)紆費も第二軽l̂^庁 l→ー作人員という範囲内で支給

されている。省には「 l→ー合」協会の分会組織があるた

けて，「l合」国際委員会0)それはなし、。ただこのI刺

上部機関からの指示は全てわれわれの所にひとまず集

約され，その後各「エ合」等に伝達するのである。］エ

合」協会は国内的，国際委員会は対外的なものである

が，私0)即解では国際委員会と「エ合」協会は 1つの組

織である。たたエ作の重点か異なっているにすぎない。

（問）映西省における「エ合」協会映西省分会の組

織機構と＇エ合」運動 0)現状，すなわち社数，業種，

資金，持株等について具体的にお教えくたさい。

許維憲氏：現在，映西省の「エ合」運動を指導する

機関は映西省分会，西安市分会，蓮湖区支会の 3つが

ある<、 3つとも西安にある。省分会が直接，上部機関

たる it合」協会と連携している。元米， 「エ合」章

程の規正によれば，省には「分会」， Ih県には「支会 1

が設立されることになっている c ては，なぜ西安市の

ものが西安市―分会」と称されるかと言えば，中国経

済計両0)中で単独で指名された菫要都市たからであろ c
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映西省には 5つの合作工場があり，そのうち，西安に

は3社ある。「エ合」各社の構成員は退職した元労働者，

元技術人員，および知識青年である。その設立は「エ

合」組織（分会，支会）の補助，指導によるものであ

る。たとえば，「エ合」設立時に，まず技術人員の有

無資金，土地，設備の有無等について審査する。さ

らに生産物の市場，原料入手先，販売についても簡単

な調査をする。この結果，子合格」と認めた場合，エ

商局と連携し，工商手続きを行なわせる c われわれは，

「エ合」成立後，貸付について銀行と交渉する。分会

の仕事は大体このようなものである。つまり「エ合」

を成立させ，補助，指導し，運営できるようにさせる

のである。「エ合」 5社の業種は化学｀裁縫，メータ

ー，機械，金属部品である。たとえは，機械「エ合」

は小型機器，すなわち建築用トリル等を製造している c

株式の額面は，「エ合」によって 1株 1000元もあれは

50元もあるというように一様ではない。ただし持株数

に限界はなく， 10株購入してもよいし， 20株購入して

もよい。もしも持株数を大きく定めすぎた場合，たと

えば1000株と規定した場合，見習工は資金を調達でき

なくなる。

（問）持株数に限界はないとおっしゃいましたが，

「エ合」 1社全体の資本額，株金総額に対して社員個

人の保有持株の限度は規定されていないのですかげ1)＇

許維憲氏：「エ合→は集めた株金を資金に生産を行

なっている。つまり，たとえば，ある］こ合ーは社員

が10人とすると，「エ合」全株数は100株とすることが

できる。そうすれば，少なくとも 1人1株が義務づけ

られ，多くとも 1人50株となるであろう（持株限度額

50年？）。ただし，持株数にかかわらず，-エ合」内で

の選挙権は 1人 1票だけである。西安地区の「エ合」

社員の月給は手当て，ボーナスを含めて一般に 130元

前後である。これは西安の一般労働者の標準より高い，：

また，「エ合」労働者の賃金は「エ合j 管理者の賃金

より高い。なぜなら，労働者のそれは能率給であり，

出来高制を採っているからである。

（問）持株に対する配当はありますか。また株を購

入しても労働に参加しないという例はありますか。

許維憲氏：株による分配と労働による分配を実施し

ている。ただ，株だけを購入して労働に参加しないと

いうことはできない。とは言え，「エ合」内には賃金

たけをもらって株を購人しない者もいる。たとえば技

術人員がそうである。彼らは「エ合j 社員ではなく，

「エ合」内で幾つかの技術問題を解決できない場合，

雇う形て来てもらっているからである。

（問）各「エ合J 内の資金配分は具体的にどのよう

になっているのでしょうか。

許維憲氏：「エ合J 内での利益配分は，（l）共同基金

30ぷ前後，（2）株式配当金15~は前後，（3）労働賃金とボー

ナス10~15ぷ，（41「公益金」，すなわち社会保険，人

材育成費，福利，および社会活動費が10~15年，（5）董

事会費用と工場長賃金 5年，（6)「エ合」事業資金 5ら:

となっている。

（問）現在刀こ合-の資金は十分ですか。抗日戦争

時期の「エ合」は華僑からの資金面での支援かありま

したが，今はとうでしょうか。

許維憲氏： ］エ合」の資金はかなり少なく，貸付も

容易てはないこうした状況下でも遊休資金を集める

ことは可能だc ただ問題はこれらの遊休資金は基本的

に個人所有の金であり，これを借りた場合，その利息

が銀行よりも高いことである。しかし，「エ合」の資

金不足を補うために遊休資金に依拠せざるをえず，基

本的にこれら個人の金銭を借り集め，「エ合」に貸し

付けているのである。現在は華僑からの資金援助はな

く，国内，個人から集めている。

（問）「エ合」に対する税金についてお教えください。

「エ合」は合作社ということで税制面での優遇はあり

ますか。

許維憲氏：―エ合」は原則的に完全自治であり，各

方面は干渉できないことになっている。ただし，国家

の政策に基づいて運営し，税金を支払い，義務を果た

した後，それが認められる。合作社優遇税はあるが，

基本的に郷鎮企業と同様である。「エ合4 内に待業青

年が何人いるかによって優遇率がおおきく決まってく

る。現在，映西省の「エ合」の力量は比較的小さく，

また思うように進展していないc それには，それなり

の背景かある。なせなら，現在の「エ合j 協会はーエ

合→指導者，幾人かの「エ合」事業に熱心な人士，ぉ

よひ中国の手工業者か自ら発起して組織した「民間社

会団体j （注 2)である。つまり自主管理を目指して「民

79 



1992050082.TIF

-～～～...... -.、現地報告ゞ ～～～^ と～～～～～9～～..,...,.～～～～^と～～～^←～～~~~～↑↓～シ～～、

間性」を強調した。その結果．逆に中11」における合作

事業の大潮流の中で微小なものとなってしまったので

ある。抗日戦争時期，「エ合」協会かl〗ー業の合作H を

一手に引き受けていたのと異なり，今は上業の合作社

を行なうその他の機関か存在する。すなわち．「エ合」

協会以外に軽工党部．労働服務公司，郷鎖企業局の 3

つがあり．これらの力量はきわめて大きい。 t業の合

作社全体としては発展しながら，ーエ合j 協会下の「エ

合」は伸び悩んでいる。労働人民は大企党や官営介業

に行くことを望んでいる。これらは人力，財力とも充

実し，秤理もよく．優位に立っているからてあるく，わ

れわれの「I合」は前に述べた 3機関に及ばないI))で

ある。これらは省，地区．県，区，郷鎮に全て組織網

を持っている。そのうえ．「社団」登記問題も木解決

である 0 ところで． 1エ合」と軽工業部は兄弟関係に

ある。業務上， rエ合-に指導と援助を与えている。な

ぜなら，建国後， 1951年旧 rエ合」が1允J.lされて以後，

工業の合作事業は軽工業部の管轄下にある期間か長か

った。すなわち， 1950年代軽工業部が手工業合作社を

推進したのてある．，その結丸軽工業部は手工業合作

方面にかなりの経験を持っている。この時期，角f［築

部は城鎮．すなわち大都市，小都市，鎮で手工業合作

社を指淋した。これら1950年代の手エ菜合作社は＾歩

一歩昇級して，大部分国営企業となったりI3)0 郷鎖介

業局は成立後，期間は短い。その工作力量は農村地域

の郷鎖に向けられている。第二軽工局の））量は都1f』,

およひ鎖に向けられている。つまり鎮か第二軽工I99iと

郷鎮企業局の交差点となっている。かくして，鎮の郷

鎮企業，すなわち「業の合作社はある部分は第二軒」：

局，またある部分は郷鎮企業局の管轄下にあるという

形態をとっている。では都市はどうか。都市は第二軽

工局の管轄下にあると同時に，労働服務公司がl 〗̂業の

合作社を設立し，基本的に都市を舞台に活動している。

服務公司は国営ではなく，「集団」組織ではあるが，

国家機閃人員のf弟，都市l場人員の待業子弟にfl巾

を按配するために組織された機関である。中国では集

団事業も国家の統一計画によって動いているために，

服務公,,,もかなりのJ)量を持っている，‘り面，郷鎖介

業局下の工業の合作社の発展が最も速い。なせなら，

郷鎮企業局は中国政府の管轄下にあり，政府資金を借
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りることがてき，活動範囲も広く，かなり自由に運営

できるからであなこうした観点から見ると，「エ合一

協会だけが完全な民間て，基盤か脆弱なのに対し，そ

の他の 3機関は基盤がしつかりしている。その結果，

「エ合」協会が工業の合作事業て占める位置はかなり

小さいものになってしまっているのてある。「l：合」協

会は「民間社会団体」と規定されている。「エ合」協

会の再建は中国政府の批准によった。今，政府民政部

は「社団」竹即処を成立させた。この結果，「 l_合」協

会を含む社会団体，すなわち「社団j は管理処に登記

しなくてはならなくなった0 昨年 (1990年）「エ合」協

会も1令理処に紆品した［、「上合」協会と政府と())関係

iよ以下の通り。「エ合」協会は成立直後にすでに政府

の批准を受けているにもかかわらず，現在，管理処に

登叫が認められてのみ、運営できることとなった。軽

工業部は人力，財力，事務等の方面で「エ合」を支え

ている。つまり，「依存関係」にあるのである。われ

われ省分会はなんら支：I¥もしていない，，映西省())場合，

第二軽工庁が出している。省分会成立時期に，省政府

は:lJi5000元の活動経費を支給してくれた。今までこ

()）貨金は基本的に使用していない。ただ問題は枯層に

ある「エ合」の経営がうまくいかないために． 2000~

3000元借金しなけれはならなかったことである。当然，

「L合」各社から資金は徴収していない。「エ合」各社

｝こ徴収できる余剰の金銭はないのである。

(tMl) 先程から軽工菜部，第二軽＿J:庁，第—軒工局

という言葉か次々でていますが，これらのtlllilVel係は

どうなっているのでしょうか。

叶維憲氏： I［iJ系列のも 0)である（，簡単に言えは，軽

［業部は（省レベルでも？）国営担:11の軽工／i:，合作

比集団工業担当の第二軽工庁に分かれる。その下，

県lliレペルには第二軽,:局があるぐ9

（問）「I合」協会，軽l業部，郷鎮企業局．労働服

務公lcij下の工業の合作社，郷鎮企業は組織原則や内容

血て迫いはない0)ですか。全く同じものと考えてよい

のでしょうか。

許維憲氏：工業の合作社の組織原則は，自発的結合、

貨金())自己調達，自主経営，労働に応じた分配，共同

基金の積立臀理にかなった株の利益配当。労働服務公

d]，郷鎮企業局．ーエ合j 協会，第二軽工局は全てこ



1992050083.TIF

丘 現地報告'-⇔~----~..,_..,.

の原則で運営している。つまり．この 4機関とも工業

の合作事業を行なっているのであるほ 1)O

(ii: l) 抗ll戦1t時期，「エ合 j 社liは一律に 1株 (2

冗）以上の株を持なねばならず， 1191時に個人の「L合j

支配を阻止する意味からも，持株は各「エ合ーの全株金

の20江以内に厳しく制限されていた（拙稿「抗日戦争時

期の•・ • ・ ・'」）。

(it 2) 1988年12H「エ合」協会窮 2次理事拡大会ふ

採釈の「中国［：業合作協会章程 (,9Ah)」（中国工業合(1'

協会編 前掲脊 22ペーシに所収）の第 1章第 1条では，

rエ合」は手工業， r-エ合」工作者，および合作事業に熱

心な人士と組織が自ら願って結合した「民間社会経済団

i本1 と規定し， 1986什-7月国家紆済委ti会は69（の団体）

か令1Kl的な「社会経済団体」であることに同意し，「 l―

合j 協会はその中の第21位にある（同上古 43ページ参

照）。これを見る限り，「経済団体」としての認定も受け

ているようであるが，許維憲，方逸民氏の話を合わせて

名えると，この後の推移の中で，＇ t1::1 と「経済 1 が

切り離され，「 L合」は「社会団体」とされてしまった

ようである。

（注 3) 宝鶏製靴廠は発展しても集団所有制を採って

いるか，一般的に優良な「エ合」，手工業合作社は国営

企党に格tげされたため、合作運動の側面から見れば，

WI-月所有制としての発展が保証されす，結果的に中l叶経

済d)使直化を招いたと考えられる，9

（注 4) 現在の「エ合」は株の保有率等以外の組織原

則，民主化等，抗日戦争時期の「エ合」のそれを踏襲し

ている。つまり，現―{！の郷鎮企菜を含む工業の合作社の

起源，手本は，意識的にしろ．無意識的にしろ．抗日戦

争時期の「エ合」である可能性かあると考えられる，た

だ． irイ合 l運動は最も長い歴史と伝統を1iし，工業の

合作社日1本が発展しているにもかかわらず．中華人民共

和国成 1ゲ後，長期にわたる空白がたたり，軒 l̂．業部，郷

鎮企業局．労働服務公司の活動の中て．むしろ後進とし

ての地位に甘んじさるを得ず．オリシナリティを出せず．

伸び悩んでいるようである，，そして中国政府自体．他機

関によるt業の合作礼が発展している以1,j -lこ合」協会

が合什t1を組織することよりも．「社会団体l として独自

に有する国際関係および山丹等てのよりよい合作社創

出のための「実験ー｛こ期待をかけているのかもしれない。

とぱ言え，全ての］こ合」が低迷しているわけてはなく，

上海守の「エ合」は発展している。たとえは， 上海には

H本やフランス等との洲外貿易を行なっている「エ合」

春菅手袋廠かあり，またに［合」広告公口ld)ように柔軟

に新たな方向を模索しているものもある。なお． 1991年

3月．上海市分会，松江県支会，および春奮手袋廠ても

インタヒューをしている。この内容についても機会を見

つけて公表したい。

（大阪教育大学助教授）

（付記〕 今回，映西省社会科学院・韓振乾氏，同

通訳・楊暁闇氏，「エ合」協会映西省分会・許維憲氏，

宝鶏,Ii第二軒エ局のJi々 ，および宝鶏lh外＊弁公室・

王嘉泊氏にはとりわけお1廿品になった。謹んで謝意を

表したい。
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